
     最初の石（First stone）と最後の石（Last stone） 

要約（Abstract）: ペグソリティアゲームの最初の石と最後の石を予測する方法が記載されている．ゲームは仮想ルールに

したがって行われた結果に基づいて最初の石が決定される． 仮想ルールでは各穴には複数の石が入っている．更に，偶数個

の石を有する穴は通常ルールで石の無い穴と同じである．そして奇数個の石を有する穴は通常ルールで石の有る穴と同じで

ある．その他の仮想ルールは通常ルールと同じである． それ故，仮想ルールで不可能は通常ルールでも不可能である．しか

し，仮想ルールでの可能は通常ルールでは可能性にすぎない． 

1. 始めに 

 ゲームの最初に取り除く石は最初の石と云う．ゲームの最後に残る石は最後

の石と云う．ゲームの最後に１個の石が残ったとき，ゲームは終了である． 

仮想ルールでは各穴に複数の石が有る．更に，偶数個の石を有する穴は通常

ルールで石の無い穴と同じである．そして奇数個の石を有する穴は通常ルー

ルで石の有る穴と同じである．その他の仮想ルールは通常ルールと同じであ

る． それ故，仮想ルールでは図１及び図２の変換が可能であるが、通常ルー

ルでは１つを除いて不可能である．以後、仮想ルールでは最初の石を取り除

くことなくゲームが行われる．  

 
図 1 

 

図 2 

 

2. 具体例  

2.1 スクエア 16 Square 16  

 

図 3  

図７のゲームが仮想ルールで行われると，図４の４個の青石のいずれかが

残る． 

      

      図 4 

それ故，図４の黄色石のいずれかが最初の石である．もし最初の石が黄色石

Ｂ４であるならば，図５の赤石Ｃ１又はＣ４のいずれかが最後の石になる． 

 

図５ 

図３のゲームは図４の最初の石で可能である 

2.2 レクタングル２０ Rectangle 20 

 

図６ 

図６のレクタングル２０のゲームが仮想ルールで行われると，図７の２個の

緑石のいずれかが残る． 

 

図７ 

それ故，最初の石は図７の黄色石のいずれかである．例えば，最初の石が図

８の黄色石Ｂ３ならば，最後の石は図８の緑石Ｃ３ 

 

図８ 

最初の石が図９の黄色石Ａ４であるならば，最後の石は図９の４個の緑石Ａ

２，Ａ５，Ｄ２そしてＤ５のずれかである． 

 

図９ 

最初の石が図１０の黄色石Ａ４であるならば，最後の石は図１０の４個の緑

石Ａ１，Ａ４，Ｄ１そしてＤ４のずれかである． 

 

図１０ 



図８－１０の最初の石と最後の石のゲームは通常ルールで可能である． 

2.3 変形ダイアモンド２４ Deformed diamond 24 

 

図１１  

図１１のゲームが仮想ルールで行われると，図１２の４個の青色石のいずれ

かが残る．それ故，最初の石は図１２の８個の黄色石のいずれかである． 

 

図１２ 

最初の石が図１３の黄色石Ｅ４であるならば，最後の石は図１３の２個の赤

色石のいずれかである． 

 

図１３ 

図１２－１３の最初の石と最後の石のゲームは通常ルールで可能である． 

2.4 スクエア２５ Square 25 

 

図１４ 

図１４のゲームが仮想ルールで行われると，図１５の中央の緑色石のみが残

る．それ故，最初の石は図１５の８個の黄色石のいずれかである． 

 
図１５ 

最初の石が図１６の黄色石Ａ３であるならば，最後の石は図１６の２個の緑

色石Ｂ３又はＥ３のいずれかである． 

 

図１６ 

最初の石が図１７の黄色石Ｂ３であるならば，最後の石は図１７の２個の緑

色石Ａ３又はＤ３のいずれかである． 

 
図１７ 

図１４－１５の最初の石と最後の石のゲームは通常ルールで可能である． 

2.5 ブリティッシュ 

 

図１８ 

図１８のブリティッシュゲームが仮想ルールで行われると，図１９に図示す

るように石は残らない． 

 

図１９ 

最初の石は３３個の石のいずれでも良い．最後の石は最初の石自体か又は最

初の石と等価な石である．それ故，対称性を考慮すると，最初の石は図２０

の黄色石  A3, A4, B3, B4, C3, C4, そして D4 である． 

 
図２０ 

最初の石が図２１の黄色石Ａ４であるならば，最後の石は図２１の黄色石Ａ

４，緑石Ｄ１，Ｄ４，Ｄ７又はＧ４のいずれかである． 

 

図２１ 

最初の石が図２２の黄色石Ｂ３であるならば，最後の石は図２２の黄色石Ｂ

３，緑色石Ｅ３又はＥ６のいずれかである． 

 



図２２ 

 最初の石が図２３の黄色石Ｂ３であるならば，最後の石は黄色石Ｂ３，緑

色石Ｅ１、Ｅ４又はＥ７のいずれかである． 

 

図２３ 

図２１－２３の最初の石と最後の石のゲームは通常ルールで可能である． 

2.6 レクタングル３５ Rectangle 35 

 

図２４  

図２４のレクタングル２４のゲームが仮想ルールで行われると，図２５の３

個の緑色石Ｃ１，Ｃ４又はＣ７のいずれかが残る． 

 

図２５ 

最初の石が図２６の黄色石Ｃ５であるならば，最後の石は図２６の２つの緑

石Ｃ３又はＣ６のいずれかである． 

 

図２６  

最初の石が図２７の黄色石Ｃ６であるならば，最後の石は図２７の２個の緑

色石Ｃ２又はＣ５のいずれかである． 

 

図２７ 

最初の石が図２８の黄色石Ｂ１，Ｂ４そしてＢ７のいずれかであるならば，

最後の石は図２８の６個の緑石のいずれかである． 

 

図２８ 

最初の石が図２９の黄色石Ａ１，Ａ４そしてＡ７のいずれかであるならば，

最後の石は図２９の６個の緑石のいずれかである． 

 

図２９ 

図２４－２９の最初の石と最後の石のレクタングル３５ゲームは通常ルール

で可能である． 

2.7 フレンチ French 

 

図３０ 

図３０のフレンチゲームが仮想ルールで行われると，図３１の５個の緑色石

のいずれかが残る． 

 

図３１ 

それ故，最初の石は図３２の１２個の黄色石のいずれかである． 

 

図３２ 

対称性を考慮すると，最初の石は図３３の３個の黄色石のいずれかである． 

 

図３３ 

最初の石が図３４の黄色石Ａ３であるならば，最後の石は図３４の４個の緑

色石のいずれかである． 

 

図３４ 

最初の石が図３５の黄色石Ｂ４であるならば，最後の石は図３５の４個の緑

色石のいずれかである． 



 

図３５ 

最初の石が図３６の黄色石Ｃ４であるならば，最後の石は図３６の４個の緑

色石のいずれかである． 

 

図３６ 

図３４－３６の最初の石と最後の石のゲームは通常ルールで可能である． 

2.8 変形ダイアモンド４０ Deformed diamond 40 

 
図３７ 

ず図３７の変形ダイアモンドゲームが仮想ルールで行われるならば，図３

９の４個の青色石のいずれかが残る．それ故，最初の石は図３８の黄色石の

いずれかである． 

 

図３８ 

最初の石が図３９の黄色石Ｃ７であるならば，最後の石は図３９の４個の緑

色石のいずれかである． 

 
図３９ 

最初の石が図４０の黄色石Ｃ５であるならば，最後の石は図４０の４個の緑

色石のいずれかである． 

 
図４０ 

図３８－４０の最初の石と最後の石のゲームは通常ルールで可能である． 

2.9 ダイアモンド Diamond 

 

図４１ 

図４１のダイアモンドゲームが仮想ルールで行われると，図４３の５個の緑

色石のいずれかが残る．それ故，最初の石は図４３の２０個の黄色石のいず

れかであると予想される． 

 

図４２ 

 しかしながら，８個の石Ａ５，Ｄ５，Ｅ１，Ｅ４，Ｅ６，Ｅ９，Ｆ５そ

してＩ５は通常ルールで最初の石ではない． 

 

図４３ 

それ故，対称性を考慮すると，最初の石は図４３の２個の黄色石のいずれか

である．最初の石が図４４の黄色石であるならば，最後の石は図４４の緑色

石のいずれかである．何故ならば．石Ｅ４は通常ルールで最後の石になり得

ないからである． 

 

 

図４４ 

最初の石Ｂ４と最後の石Ｈ４のゲームは通常ルールで不可能である． 



それ故，最初の石が図４５の黄色石Ｂ６であるならば，最後の石は図４５の

２個の緑色石のいずれかである． 

 

図４５ 

最初の石が図４６の黄色石Ｃ５であるならば，最後の石は図４６の３個の緑

色石のいずれかである． 

 

図４６ 

3. 結論 Concluding 

上記したように，ダイアモンドゲームを除いて，仮想ルールで可能なゲーム

は通常ルールで可能である．当然ながら，仮想ルールで不可能なゲームは通

常ルールでも不可能である．仮想ルールでペグソリティアゲームの最初の石

と最後の石が予測できるので，通常ルールでゲームを容易に行うことができ

る． http://www.tohmori.jp/ 
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